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バードストライクと環境影響評価(２) 
ＷＲＶ理事／高坂どうぶつ病院 院長 小 山 正 人  

 

８．風力発電事業の生物多様性に関する問題点 

（公財）日本自然保護協会は、大型陸上風力発電計画の自然環境影響レポート2024を昨年9月に公表しています。 

 

①猛禽類などの希少鳥類への影響 

 現在稼働中の風力発電所の約82％（63件）が、希少猛禽類の生息地周辺で稼働しています。アセス中の事業エ

リアに、猛禽類の生息地が含まれる割合は約67%（169件）です。稼働中の風力発電所（63件）に加えて、建設中

およびアセス中の事業（202件、稼働中の発電所の約3.2倍）が、今後急増することによる累積的な影響が強く懸

念されます。 

②鳥類センシティビティマップ 

 鳥類センシティビティマップは、風力発電施設を設置しようとする際、鳥類の生息状況等を事前に把握する時

の参考となるものです。 鳥類のセンシティビティマップの注意喚起メッシュは、鳥類の重要種の分布と集団飛来

地などの情報に基づいたランク付けを基に、注意喚起レベルによりA１〜Cの６つに分かれています。 A１やA２は

重要種がいて、さらにその集団飛来地ではバードストライクの危険性が極めて高いことを示します。個別の鳥類

の生息では、約5分の１の計画でイヌワシ、半数以上の計画でクマタカの生息地が想定区域に含まれていました。

鳥類センシティビティマップとの重なりは、約2.6%が注意喚起レベルの極めて高いA１、約4.9%の計画がA２を含め

て計画されています。 

③原生林に近い森林や自然草地、特定植物群落への影響 

 「植生自然度」とは、全国の植生を、人間による改変や群落の自然性の残存の度合いなどの指標をもとに、市

街地から自然草原まで10段階に分類したものです。その内、「植生自然度9」は原生林に近い森林を、「植生自然

度10」は自然草原を示しており、自然植生は一度改変されると復元が非常に困難で、元の植生に戻るには少なく

とも200～300年はかかります。約50%の稼働中の陸上風力発電所が、植生自然度9又は10の自然植生を改変して事業

が行われています。また、約47%のアセス中の事業で、自然植生の改変を前提とした計画となっています。 

 「特定植物群落」とは、日本の植物相を具体的に形づくっている植物群落のうち、規模や構造、分布等におい

て代表的・典型的なもの、他に代替できないもの、極めて脆弱で放置すれば存続が危ぶまれるものなど、８つの

選定基準に従い定められたものです。環境省が保存すべきと指定しており、自然環境保全上極めて重要な植物群

落といえます。約9%の稼働中の陸上風力発電所が特定植物群落を改変しており、アセス中の事業では、さらに15%

と増加しています 

④保安林や緑の回廊への影響 

 保安林は「水源かん養」「土砂流出防備」「土砂崩壊防備」など17区分が設けられており、樹木の伐採が規制

されています。風力発電などの事業推進に必要な場合は、指定解除を申請することができます。保安林を含めて

いた計画は70%以上で、全体の10%以上の計画は、想定区域内に土砂流出防備保安林など、土砂災害の防止を目的

として設定された森林を含めて計画されています。 

 「緑の回廊」は、森林の生物多様性の保全を目的として、野生生物の移動経路、生育・生息地の拡大と相互交

流を促す連続性を確保するために、森林生態系保護地域などの保護林をつないでいる森林です。 緑の回廊を想定

区域に含めた計画は、国内の全計画の5％程度です。 

⑤自然公園内への風力発電の建設                                   

アセス中の計画の中には、国立公園内に風力発電機設置を前提に手続きが進んでいる計画があります。さらに 
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生物種数の国別比較 

は、県立自然公園内での風力発電が多く計画されており、現在アセス中の風力発電事業の約10％と倍増してお 

り、国立・国定公園も含めた自然公園での風力発電事業計画は約14%にもなります。 

⑥環境アセス図書の常時公開状況  

 常時公開している図書は、2023年を除いて12～14％と極めて低い状況です。 

 

９．プラネタリー・バウンダリーからみた気候変動と生物多様性 

 人間活動による地球システムへの影響を客観的に評価する方法の一例として、地球の限界(プラネタリー・バウ

ンダリー)という注目すべき研究があります。その研究によれば、地球の変化に関する各項目について、人間が安

全に活動できる範囲内にとどまれば、人間社会は発展し繁栄できるが、境界を越えることがあれば、人間が依存

する自然資源に対して回復不可能な変化が引き起こされるとされています。この研究が対象としている9つの環境

要素のうち、種の絶滅の速度については、不確実性の領域を超えて高リスクの領域にあり、また、気候変動につ

いては、リスクが増大する不確実性の領域に達していると分析されています。この研究結果からも、より危機的

状況なのは、気候変動よりも生物多様性のほうであると言えます。 

 日本と面積が同じくらいの島国である英国、ニュージーランドを例に生物種数の比較をしてみると、哺乳類と

植物の種数では、圧倒的に日本の方が多いことがわかります。また、世界の火山1552山のうち日本だけで111山を

占めています。年間降水量も、日本の1718㎜/年に対し世界平均は880㎜/年です。日本は国土が南北に長いため、

亜寒帯から亜熱帯まで様々な気候帯が存在します。四季が訪れ、季節ごとに自然が変化します。こうした環境に

適応する形で、動植物や人々の生活や文化が豊かになりました。日本は世界的にみても生物多様性が豊かで、国

全体が生物多様性のホットスポットです。世界的にも希少価値の高い国土を持つ日本は、これ以上の自然破壊を

やめて、国土の保全を考えなくてはいけません。欧州諸国と同様に再エネ比率を高めていくべきではなく、日本

には日本に合った方法を選択すべきです。 

 

 国土面積 哺乳類種数 鳥類種数 植物種数 

日本 378000㎢ 107種 542種 5300種 

英国 243000㎢ 42種 542種 1623種 

ニュージーランド 268000㎢ 3種 295種 2089種 

 

 

 気候変動対策のために再生可能エネルギーを進めると、生物多様性の損失が起こります。再エネ推進と生物多

様性はトレードオフの関係にあり、共存などはあり得ません。2022年6月23日の朝日新聞「生物多様性と経済 識

者に聞く（上）」というインタビュー記事で、東京大学の橋本禅准教授はこう答えています。「気候変動の進行

は、生物多様性の劣化につながる。逆に、生物多様性が豊かであることは防災・減災や、気候変動の緩和などに

も通じる。両者は常に、相互依存の関係にあるということは、もっと理解されてよい問題である。」また、「気

候変動にのみ焦点をあてた対策は、時に生物多様性には悪影響を与える。一方で、保護地域の設定など生物多様

性に焦点をあてた対策は、気候変動対策に対して比較的、悪影響が少ないことも報告されている。」「改善すべ

きは、『いかに安く再生エネを生産するか』に目がいき、発電ポテンシャルや土地の安さや入手しやすさが優先

されているところである。」 



4 

 

  
 

10．再生可能エネルギー開発のあり方 

 再エネの立地選定に際しては、発電に適しているかどうかの視点しかなく、地域の自然や伝統、持続可能

性などが考慮されておらず、地元住民にとっては受け入れがたいものです。 

 例えば私の住んでいる埼玉県中央部の比企地域では、大きな河川がない丘陵地であることから、ため池の

利用（水利）をめぐり農村コミュニティが形成され、今も水利組合というシステムが残っています。こうし

た古来より続いてきた地域の自然環境の保全・利用は、地域住民の健康から教育、産業の在り方まで幅広く

関係します。住民共有の財産が、ある日突然見知らぬ者に収奪されるという不条理な体験の強要は、利害の

相反する住民を分断・対立させ、自治を疲弊させてきました。風力発電の問題も同様の構図だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．北海道におけるバードストライクの傾向と対策 

 海ワシ類のバードストライクは、北海道における風車全体の約1割で発生しており、ほとんどがオジロワシです。

報告されている件数は実際のバードストライクの一部のみと考えられるため、正確な発生状況の全体像の把握が
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望まれます。地域的にはバードストライクの総数は道北で多く、1基当たりでは道東で多くなっています。発生時

期はほとんどが越冬期で、幼鳥が相対的に多い傾向があります。大型風車（1,000～3,000kW）への衝突が約6割を

占めますが、最近は超大型風車（3,000kW以上）や小型風車（100kW未満）への衝突が確認されています。地域とし

ては、道北、道央、道東地域での発生が多くなっていますが、道南地域や本州北部においても、現状では件数が

少ないもののバードストライクが確認されています。バードストライクの発生リスクは飛翔頻度の高い地域で大

きく、その飛翔頻度は地形、風況、餌場等の条件や繁殖つがいの行動圏と大きく関係しています。 

 国内でバードストライクを完全に防止できる対策は今のところ見当たらないため、複数の対策により発生リス

クを最大限低減することが重要です。発生リスク低減の優先順位として、第一に立地検討段階で危険な箇所を避

けることを前提とし、第二に稼働後の発生リスクを低減するための複数の防止策の実施、第三に事後調査結果に

応じた順応的管理による影響低減が必要です。 

 

12. 事後調査について 

 風力発電施設の稼働後に実施する事後調査結果に応じた、順応的な管理を行うことが重要であり、バードスト

ライクの発生状況や海ワシ類の行動内容の変化の実態を把握する上でも、適切な事後調査が求められます。そし

て、調査結果により、次の事故発生を防ぐためにもアセス図書を永続的に公開することが必要です。 

◎死骸調査 

・死骸等調査の頻度については、最低月３回以上とし、さらにバードストライクが発生しやすい場所や状況があ

った場合に、追加で１回の調査を検討する。 

・事後調査として１年間は重点的に実施し、バードストライクが確認された場合は重点的な調査を継続する。 

・バードストライクが確認されなかった場合においても、施設点検時に調査するなどの体制を確保し、死骸の確

認、記録に定常的に取り組むことが肝要である。 

◎繁殖状況調査及び行動圏調査 

・最低でも稼働後１年間は、稼働前と同様に、繁殖状況や行動圏を把握するための現地調査を実施する。また、

繁殖成功年を含む調査年数を設定する必要がある。 

・調査年数や調査方法については、有識者の意見を踏まえた上で、事業ごとに適宜設定する。 

 

13．一般社団法人日本国土・環境保全協会 

 一般社団法人日本国土・環境保全協会は、行き過ぎた国土利用や開発、エネルギー開発等に対し、科学的な見

地から、国土と環境の保全に資する事業を行う事を目的に2024年7月に発足し、協会創立イベントとして、9/14に

「日本海沿岸地域の津波被害と対策シンポジウム」を山形県酒田市で開催しました。代表理事に鈴木猛康山梨大

学名誉教授（専門：地震工学、災害情報、地域防災、防災情報システム、危機管理）、理事に島谷幸宏熊本県立

大学特別教授（専門：河川工学 , 合意形成 , 自然再生 , マイクロ水力）、橋本隆雄国士舘大学特任教授（専

門：耐震工学・地盤工学）に就任いただいております。只今、生物・生態学分野の専門家でご参画いただける方

を募集しております。また、賛助会員も募集しておりますので協会ウェブサイトをご覧ください。 

https://kokudo-hozen.org/ 

 

 

14. おわりに 

 再生可能エネルギーを謳った乱開発は地域の分断を生み、環境破壊や生物多様性の損失をもたらしています。

これに抗いながら、地域の自然や文化、伝統を次世代に伝えたいと願っている住民の苦労に、報いることのでき

る法制度に変えていかなければなりません。現在の異常な再エネ乱開発問題の実態を知る人が、もっと増えてく

れることを望みます。 
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｢野生動物リハビリテーター養成講座｣開催の報告 
ＷＲＶ副会長／大阪支部長 

 NPO 法人“野鳥の病院” 代表理事 中  津   賞  

 

●野生動物リハビリテーターの養成 

野生動物救護は、本来無償で行なわれている。また、救護対象の動物は 99％が野鳥である。しか

し、これに携わる鳥類医学に精通した獣医師は極めて少ない。そうした獣医師はもっぱらペットの鳥類

の診察はするが、傷病野鳥の受け入れは拒否することも多い。その理由が、入院鳥への感染を危惧

しているためであるが、獣医師は感染防御の専門家でもあるので、これは理由にならない。 

獣医師の元で治療された野鳥が自然界で生き延びるためには、野生復帰の訓練が必要である。そ

れには、野生動物専門のリハビリテーターが多数必要であるが、野生復帰を支援するリハビリテータ

ーを養成できる獣医師も、また極度に不足している。 

そこで傷病野生動物の救護ができる獣医師、動物看護師を養成して、この分野での底辺拡大に努

める必要があり、また救護の現場におけるマンパワー不足を解消するために、一般市民ボランティア

の養成も不可欠である。一般市民がこれらの活動に関心を持つことが、野生動物の保護、生物の多

様性保全、ひいては環境保全につながると考えている。 

市民から動物病院に持ち込まれる傷病野生動物は、獣医師の治療により統計的には 50%が回復を

示す。治療期間が短く、野生下での生存能力が十分回復している症例は、出来るだけ早期に野生復

帰をさせているが、飛行能力等の回復に時間を要する場合も多く、治療が終了しても直ぐには野生復

帰出来ない鳥については、市民ボランティアの里親に預託して、採餌能力、俊敏な行動の確認及び

飛行能力の向上に努め、自然界での激烈な生存競争に勝って、生き延びていくための確実な回復を

支援することが重要になってくる。 

昨今の野生動物救護に関する獣医学の発展は目覚ましく、救護の初期治療の改善による救命率

の向上、整形学的骨折治療技術の飛躍的発展により、翼や脚を骨折した個体も飛行を早期に再開で

き、適切な飛行リハビリテーションで、短期に野生復帰を果たせる飛行能力と耐久性を獲得できる。そ

の結果、放野後の生存率の向上が期待できる。なお、これまで放野後の行動調査はほとんど行なわ

れてこなかったため、前回は、追跡用発信機をつけた鳥の行動調査法もカリキュラムに取り入れた。 

コロナ禍以降、予定していた講習会場の提供が受けられなくなったため、今回(第７回)のリハビリテ

ーター養成講座は、(NPO)野鳥の病院の支持母体である中津動物病院で実施した。今回は新たに、

理学療法士による専門的実践的理学療法を取り入れた。また、鳥のイソフルレン吸入麻酔による全身

麻酔法の修得と、MMK(ミタゾラム・メディトミジン・塩酸ケタミン)バランス注射麻酔法もカリキュラムに初

めて取り入れた。そして、麻酔下での骨折の整形外科学的手術法(IM-ピンと創外固定ピンの Tie-in

法)を、獣医師が生体のハトを使って、倫理的に十分配慮した上で実習した。手術中の麻酔管理につ

いては動物看護師が行い、実際に即した形で実習ができた。 

(NPO)野鳥の病院では、養成講座をすでに６回開講しており、大阪野生動物リハビリテーターの有

資格者は、１２０名(獣医師・獣医学生、動物看護師・看護学生、一般市民)を超えている。コロナ禍で３

年間中断していた本講座を、３年ぶりに開講したいと SNS を通じて全国に募集したところ、１３名の参

加者を得た。うち、鹿児島、広島、滋賀、岩手、富山、神奈川、兵庫、京都と遠方から多くのご参加を

いただいた。なお大半の方が、実際の現場である各地の野生動物保護センターに勤務されているよう

である。特に遠方の方は前泊を含め、費用負担も大変だったと思われるが、皆様の熱意に答えるべく、

以下のような内容で、リハビリテーターに必要な知識と技術を学んでいただいた。 

講座は、原則として各月の最終日曜日に計７回開催した。午前 10 時に開講し 2 時間は講義、午後

１時から３時間は実習、終了時間は 16 時。遠方からご参加の方も居られたので、この終了時間は厳守

した。なお、全ての資料は USB メモリーから各自の PC に入力し、印刷物を減らすよう努力した。 
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第１回講習会 6月 30 日(日) 野生動物救護初級 

① 野鳥救護に関する法律知識：大阪府動物愛護畜産課 獣医師 徳 原 先生 

② 野生動物救護の基礎知識：中 津  

③ 実習：指導－野生動物リハビリテーター 

(1)救護に必要な基礎技術、鳥種の同定と食性の理解 

(2)給餌時の鳥の保定法、各種強制給餌法 

(3)脱水の判定と輸液法、骨髄内輸液法の習得 

第２回講習会 7月 28日(日) 野生動物救護中級 

① 大阪府で被害が予想される生息数の多い鳥の生態（鳥の種類、生態、生息状況） 

                    ：日本野鳥の会大阪支部長 納 家 氏 

② 獣医師法と野生動物救護について－現場における救急処置：中 津 

③ 実習：野外での動物の保定法、現場で処置すべき技術、骨折局所の取扱と固定法、包帯法

指導－野生動物リハビリテーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回講習会 8月 24日(土)と 25日(日) 

① 大阪湾で被害が予想される生息数の多い水鳥の生態（水鳥の種類、生態、生息状況、被害

影響調査法）：ＷＲＶ事務局長 箕 輪  

② 油流出事故に関する基礎知識：海上災害防止センター・西日本支所長 矢 野 氏 

③ 油汚染水鳥の救護法：中 津  

④ 実習：油汚染救護施設での被害鳥の身体検査から、採血法・血液分析・油除去法、洗浄・

乾燥法、リハビリ用水槽の組立法実習と解体・収納実技を含む。 

指導－中津＋野生動物リハビリテーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な野鳥の解凍死体を使って

の身体検査と死因究明の練習 
 

  
身体検査・洗浄可能な個体の選別 

 

個体の洗浄実習 
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第４回講習会 9月 29 日(日) 

① 救護技術の詳細について（創傷管理と各部位の包帯法、骨折部位の固定法、翼の固定、そ

の他の現場での対応法、搬送法と搬送中の注意）：中 津 

② 実習：鳥インフルエンザのキット簡易診断法、市販の手羽先を使って、骨髄内輸液法の練

習。橈骨に骨折を作成して、逆向性に髄内ピン挿入と、ESF ピン結合による骨折整

形手術。 

指導－中津＋野生動物リハビリテーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回講習会 10 月 27 日(日) 

① 指骨骨折症例の固定法（指間包帯法、８字包帯法の詳細）：中 津 

② 実習：冷凍保存中の実際の野鳥の死体を使っての、逆向性に髄内ピン挿入と、ESFピン結合

による骨折整形手術と順行性 TIE-IN法の習熟。 指導－中 津 

    ＜獣医師＞上腕骨、橈骨尺骨、その他の骨折の整形外科: ESFピンと骨髄内固定ピン

の Tie-in による手術法、体重 100g 以下の鳥の骨折整復に使えるアロンアルファ

による脛足根骨と大腿骨骨折の固定法。 

＜動物看護師、一般＞体各部の包帯法:副木各種の装着法、今までの技術の修得と習

熟に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
手羽先を使った翼の局所解剖の実習 

 
尺骨骨折の骨髄内ピンと創外固定ピンの結合 

TIE-IN 法による整形外科実習 

 
死体を使った TIE-IN 法の練習 

 
死体を使った足根中足骨の骨折作成と 

整復に必要な計測法実習 
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第６回講習会 11 月 24 日(日)  

① 鳥類の理学療法について：理学療法士・野生動物リハビリテーター 菊 池 先生 

② 実習Ⅰ：温熱療法と関節可動域の測定法、マッサージ法 指導－菊 池 先生 

③ 実習Ⅱ：市販の手羽先を用いての骨折の整形外科（ESF ピンと骨髄内固定ピンの Tie-in に

よる手術法の習熟） 指導－中 津 

第 7回講習会 12月 22日(日) 

① イソフルレンによる吸入麻酔法と MMKバランス麻酔法(腹腔内注射法)：中 津  

② 実習：動物福祉に十分配慮して、生体ハトを使用しての全身麻酔下での ESFヒピンと骨髄

内固定ピンの Tie-in 法。動物看護師は、獣医師が行った麻酔導入後に、麻酔深度

の調整と覚醒過程での管理の要点を習得。 指導－中 津 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※参考情報：IM ピンと ESF ピンの Tie-in 

〇Tie-in method with Intramedullary pin + External-Skeletal-fixators の解説 
キュルシュナー等を骨髄内ピンとして骨折部位の縦方向の固定に用いることは、大変有効ですが、

これだけでは、横軸方向の回転が起こります。そこで創外固定ピンを骨幹部に２本立てこれと髄内ピ

ンを互いに即時重合レジンで結合すると、縦軸も横軸もしっかり固定され、３〜４週後に治癒状況を

見ながら外して行きます。こうした装具を装着中もリハビリはできますので、周囲筋肉と関節の運動

を早期に開始できます。 
 

以上７ヶ月にわたる講習会も無事終了し、参加者の熱心な受講態度に感動している次第である。 

 

※各項目の中で特に興味の引くものについては、講義内容や実習内容の詳細を開示できますので、

ご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

NPO 法人 野鳥の病院 
代表理事 中津 賞(なかつ すすむ) 

中津動物病院院長 獣医師 獣医学博士 

野生動物救護獣医師協会(WRV) 副会長・理事・大阪支部長 

日本野生動物医学会 評議員 

大阪府動物救護等対策委員会委員 

〒590-0960 大阪府堺市堺区少林寺町西 2-2-15 

電話 072-232-6472   FAX:072-229-5104 

URL: http://www.nakatsuvet.com   e-mail:nakatsu@nakatsuvet.com 

 

麻酔下での脛足根骨骨折の TIE-IN 法の実習 

 
膝関節の骨髄内ピンの刺入位置 

https://l.facebook.com/l.php?u=http%3A%2F%2Fwww.nakatsuvet.com%2F%3Ffbclid%3DIwAR2YTVtmK8MmSrQo2pmFwPzN9s4UjUk33je6Lno4knbgxd_1YCSISmyYz9g&h=AT2icz1hKptVxKBQl8NUHFZInub4sjJ9dxB6JFI6BKXKl9fcy6hNHhsG-SeDssa3CRJ8pXTtkLdIERJec-4fp_IWq7ZOf2JMKvX3DskTtr5gHtheNbx7Tm0gFxINZEajGPnFBI-SOkDRBCxqJ56ACXapKQ&__tn__=-UK-R&c%5b0%5d=AT2ru4Eh7LctO7kxr_xypJ70W5MRvhzNtxL680uaRodbCfWvHZ-UFb7RuQN5_jq1K5w6WFTPWQbaU8AnOWZl1UF5-CZWJHI03DGgSldRz9-nNaA82WBIVs-jUZgONHq__KZPc0pHgkf9bhZwvUmi89W33PsjG9NWr4n8uPdsSm7AEgSouuDgY_LAGTM
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◆令和７年度「ヒナを拾わないで!! キャンペーン」について◆ 
                            ＷＲＶ事務局長 箕輪 多津男 
 

本年度も引き続き、（公財）日本鳥類保護連盟および（公財）日本野鳥の会との共催により、 
｢ヒナを拾わないで!! キャンペーン｣を実施いたします。 
 令和７年度のキャンペーンに関して、当協会あてにご協賛いただきました団体（または企業）

は、それぞれ以下の通りとなっております。ポスターにも既にご芳名を掲載させていただきま

したが、今回も関係各位より多大なるご協力を賜わり、誠にありがとうございました。ここに

改めて御礼申し上げます。 
 
＜ヒナを拾わないでキャンペーン／協賛団体リスト＞（団体：五十音順） 
 
公益社団法人 愛知県獣医師会                 公益社団法人 秋田県獣医師会 
公益社団法人 石川県獣医師会         公益社団法人 茨城県獣医師会 
一般社団法人 岩手県獣医師会         公益社団法人 大阪市獣医師会 
公益社団法人 大阪府獣医師会         公益社団法人 岡山県獣医師会 
公益社団法人 川崎市獣医師会         公益社団法人 鹿児島県獣医師会 
公益社団法人 北九州市獣医師会        公益社団法人 岐阜県獣医師会 
公益社団法人 京都市獣医師会         公益社団法人 京都府獣医師会 
株式会社 共立商会              公益社団法人 神戸市獣医師会 
公益社団法人 滋賀県獣医師会         公益社団法人 静岡県獣医師会 
NPO 法人 自然環境アカデミー         全国愛鳥教育研究会 
高尾霊園犬猫墓地               公益社団法人 千葉県獣医師会 
東京環境工科専門学校                         公益社団法人 東京都獣医師会 
公益財団法人 動物臨床医学研究所              一般社団法人 長野県獣医師会 
公益社団法人 名古屋市獣医師会        公益社団法人 奈良県獣医師 
公益社団法人 新潟県獣医師会         公益社団法人 日本獣医師会 
一般社団法人 日本小動物獣医師会       公益社団法人 日本動物病院協会 
馬場動物病院                 一般社団法人 兵庫県獣医師会 
公益社団法人 広島県獣医師会         文永堂出版 株式会社 
公益社団法人 北海道獣医師会         武蔵村山ペットメモリアルパーク 
森久保ＣＡメディカル 株式会社                野生動物リハビリテーター協会 
公益社団法人 山口県獣医師会                  公益社団法人 横浜市獣医師会 
公益社団法人 和歌山県獣医師会 
 
 会員の皆様には、このニュースレターとともに本年度のポスターを同封させていただきまし

たが、本キャンペーンの主旨をお汲み取りいただき、今後ともその普及のため、お力添えいた

だければ幸いに存じます。 
 また、今回のポスターの図柄の主役として、始めてヒヨドリが採用されました。よって、こ

れまでとはまた一味違った印象になったのではないかと感じている次第です。 
 なお、野生生物と私たち人との共生の実現、そして生物多様性と掛けがえのない生態系の保

全を実現していくために、ＷＲＶではこれからも活動を継続してまいる所存ですので、皆様の

より一層のご支援とご協力を、よろしくお願い申し上げます。 
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カッコウの仲間は変温動物!? 

 

 もう 10 年程前になりますが、初夏の頃に 1 ヶ月近く、カッコウが自宅の 
近所に止まっていたことがありました。カッコウの仲間と言うと、ツツドリ 
もホトトギスも、そしてジュウイチも、その名の通り実に特徴的な鳴き声を 
もっていることで有名です。また、これらの種はどれも他の鳥種へ托卵する 
こともよく知られていますが、カッコウ科の鳥を見渡してみると、托卵を行 
うのは全体の４割程度で、あとの６割は自ら営巣、抱卵、そして育雛を行い 
ます。よって、セグロカッコウを含め、日本に渡来するカッコウの仲間がす 
べて托卵性というのも、偶然の結果と言えなくもないのかも知れません。 
 そのカッコウの仲間には、もう一つ特異な性質があります。それは、体温 
がかなり不安定であるということです。ご存じの通り、通常の野鳥の体温は 
40 度くらいあります。これが例えば、私たち人間と同じように 36 度程度まで下がってしまったとすると、

低体温症で瀕死の状態と言っても過言ではありません。ところが、カッコウの仲間は、時に 30 度を切るく

らいまで体温が下がることがあります。それでも個体は特に異常を来すことはありません。つまり、体温が

40 度近くから 30 度を切るくらいの範囲で容易に変動してしまうわけです。こうした体質からすると、カッ

コウの仲間はもはや「変温動物」とでも呼びたくなってしまいます。 
 その性質は、自ら抱卵せずに托卵を行うといった生殖行動と関係しているとも言われていますが、いずれ

にしても鳥類の中では、実に変わった生理的特徴を有していると言えるでしょう。今年、もしどこかでカッ

コウの仲間を観察する機会がありましたら、そんな性質も思い浮かべていただけると幸いです。 
                                     （WRV 事務局長 箕輪 多津男） 
 

【 事務局より寄付のお礼 】 

寄付ご協力者（敬称略） （令和 6 年 12 月 1 日から令和 7 年 2 月 28 日） 
○寄付金（一般）   2025.2.3    町田和子   7,000 円 
○神奈川支部      2025.2.26    福永時秀    300 円 
 
事務局日誌 2024.12.16～2025.3.14 
＝＝＝ 12 月 ＝＝＝  
19,21,22：犬猫・野生動物救護センターにてリハビリテーター活動［神奈川支部］                        対応：皆川 
19,21,22：神奈川県野生動物ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰﾀｰ(2 級)養成講座（実習：犬猫・野生動物救護センター）［神奈川支部］    対応：皆川 
22：大阪野生動物リハビリテーター養成講座・第 7 回講習（中津動物病院）［大阪支部］           
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21：京都府庁 訪問                                         対応：箕輪、皆川 
22：令和 6 年度油汚染事故対策水鳥救護研修 現地研修（京都市：京都市国際交流会館）  対応：中津、皆川、箕輪、二階堂 
23：京都市動物園 視察                                                                    対応：皆川、箕輪、二階堂 
24：日本獣医師連盟役員会および総会（仙台国際センター会議室）                      出席：小松 
25：海鳥講演会（札幌市円山動物園・オンライイン）                            対応：小山 
29：厚木市立玉川小学校 1 年生の学習指導［神奈川支部］                                   対応：皆川 
30：知床ネイチャーキャンパス「希少鳥類保護の法制度と事業」(公財)知床自然大学院大学設立財団(オンライン)   対応：小山 
＝＝＝ 2 月 ＝＝＝ 
01：第 42 回・野学校（小山台会館）                                   出席：箕輪 
01,02,06,08：犬猫・野生動物救護センターにてリハビリテーター活動［神奈川支部］                         対応：皆川 
01,02,06,08,11：神奈川県野生動物ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰﾀｰ(2 級)養成講座 (実習：犬猫･野生動物救護センター)［神奈川支部］   対応：皆川 
02：通話方法研究会・研修会（えびす吉祥寺）                               出席：新妻 
03：埼玉県農業技術研究センター・試験研究成果発表会（オンライン）                    対応：小山 
05：第３回東京都獣医師会南多摩支部全体会議（つきじ植村聖蹟桜ヶ丘店）            対応：小松、大窪、御厨 
05：厚木市立玉川小学校 5 年生の学習指導［神奈川支部］                                   対応：皆川 
06：知床ネイチャーキャンパス「シマフクロウの生態」(公財)知床自然大学院大学設立財団（オンライン）     対応：小山 
06~11：さがみ自然フォーラム（アミューあつぎ）［神奈川支部］                       対応：皆川 
07：東京都外来鳥獣（アライグマ・ハクビシン）防除対策検討委員会・現地視察                対応：加藤 
11：猫学ニャンコロジー公開講座「猫も鳥も守る 20 年を迎えるノネコ引っ越し作戦」（読売新聞東京本社）    対応：小松 
13：WRV 会計に関する打合せ（立川事務所）                             対応：小森、箕輪 
16：2024 年度第 4 回獣医疫学会担当理事・幹事会（Web 開催）                           対応：加藤 
19：令和 6 年度「ヒナを拾わないで!! キャンペーン」協賛団体確定                       対応：箕輪 
20：東京都外来鳥獣（アライグマ・ハクビシン）防除対策検討委員会・第三回作業部会（Web 開催）       対応：加藤 
20：「プラスチックゴミ対策に関する講習会」のための下見（水鳥救護研修センター）         対応：箕輪、二階堂 
20：知床ネイチャーキャンパス「シマフクロウ保護の取り組み」(公財)知床自然大学院大学設立財団（オンライン）対応：小山 
24：元横浜市獣医師会会長井上亮一先生・旭日双光章受勲祝賀会（ホテルニューグランドタワー館）       出席：小松 
26：TMC 災害研究会（京王プラザホテル）                                対応：新妻 
28：WRV 監査                                  対応：新妻、町田、髙橋、小森、箕輪 
28：WRV 東京都支部監査                               対応：新妻、髙橋、小森、箕輪 
28：「ヒトと動物のワンヘルス」東京都医師会・東京都獣医師会合同開催講習会（東京都医師開会） 対応：中川、髙橋、小松 
＝＝＝ 3 月 ＝＝＝ 
04：厚木市立玉川小学校６年生の学習指導［神奈川支部］                                   対応：皆川 
06：埼玉県戸田市立笹目東小学校の学習指導［神奈川支部］                                 対応：皆川 
07：環境省アライグマ防除の手引き改定に関する有識者会議（Web 開催）                   対応：加藤 
08~09 第 20 回動物たちの SOS 展（野毛山動物園）［神奈川支部］                                      対応：皆川 
09：第 65 回獣医疫学会学術集会（日本獣医生命科学大学）                         対応：加藤 
10：神奈川県鳥獣総合対策協議会シカ対策専門部会（万国橋会議センター）［神奈川支部］            対応：皆川 
11：第５回東京都獣医師会理事会（東京都獣医師会会議室）                   対応：中川、髙橋、小松 
13：知床ネイチャーキャンパス｢オジロワシの生態と保護､生息地保全｣(公財)知床自然大学院大学設立財団（ｵﾝﾗｲﾝ）対応：小山 
14：令和 7 年度「ヒナを拾わないで!!」ポスター 入荷                            対応：箕輪 
 

野生動物救護獣医師協会 （ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）http://www.wrvj.org/  (E-mail) kyugo@wrvj.org 
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